
Ａ
Ｉ
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
築
の
肝
と
な
る

Ａ
Ｉ
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
築
の
肝
と
な
る

モ
デ
ル
の
独
立
検
証
の
重
要
性

モ
デ
ル
の
独
立
検
証
の
重
要
性あ

ず
さ
監
査
法
人

金
融
統
轄
事
業
部

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
統
轄
事
業
部

デ
ィ
レ
ク
タ
ー田

中
康
浩

シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

竹
川
正
浩

既
存
の
モ
デ
ル
管
理
の
枠
組
み
に
お
け
る

検
証
の
視
点
を
有
効
に
活
用
せ
よ

Ａ
Ｉ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

土
台
と
し
て
の
モ
デ
ル
管
理

　

金
融
機
関
に
お
い
て
Ａ
Ｉ
の
活
用

が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
範
囲
も
定

型
的
な
業
務
か
ら
、
効
率
化
・
高
度

化
を
狙
っ
た
業
務
ま
で
拡
大
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
用
途
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

金
融
庁
も
今
年
３
月
に
公
表
し
た

「
Ａ
Ｉ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ

ー
（
第
１
・
０
版
）」
に
お
い
て
、

（
Ａ
Ｉ
活
用
で
）「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

な
い
リ
ス
ク
も
十
分
に
認
識
さ
れ
る

べ
き
」
と
し
て
、
活
用
を
後
押
し
し

て
い
る
。
同
時
に
、
Ａ
Ｉ
の
リ
ス
ク

の
評
価
・
軽
減
に
焦
点
を
当
て
た
Ａ

Ｉ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
議
論
が
盛
り
上
が

っ
て
い
る
。

　

海
外
、
と
り
わ
け
米
国
の
金
融
機

関
で
は
、
Ａ
Ｉ
は
モ
デ
ル
の
一
つ
で

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
活
用
が
広
が
る
と
同
時
に
、
Ａ
Ｉ
の
管
理
（
Ａ
Ｉ
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
。
海
外
の
金
融
機
関
で
は
、
Ａ
Ｉ
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
モ
デ
ル
管
理
（M

odel R
isk 

M
anagem

ent

＝
Ｍ
Ｒ
Ｍ
）
の
枠
組
み
に
組
み
込
む
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず

Ｍ
Ｒ
Ｍ
の
枠
組
み
を
生
か
し
た
Ａ
Ｉ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
考
え
方
と
そ
の
利
点
に
つ
い
て
触
れ
つ
つ
、
モ

デ
ル
の
独
立
検
証
の
重
要
性
を
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
独
立
検
証
で
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
し

て
Ａ
Ｉ
（
含
む
生
成
Ａ
Ｉ
）
の
検
証
を
行
う
べ
き
か
、
個
別
の
Ａ
Ｉ
を
具
体
例
に
挙
げ
な
が
ら
考
え

方
を
示
す
。
さ
ら
に
、
今
後
の
Ａ
Ｉ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
ポ
イ
ン
ト
に
も
簡
単
に
触
れ
た
い
。
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あ
り
、
モ
デ
ル
管
理
（
Ｍ
Ｒ
Ｍ
）
の

枠
組
み
を
活
用
す
べ
き
と
い
う
考
え

方
が
一
般
的
で
あ
る
（
注
１
）。
Ｍ
Ｒ

Ｍ
で
は
、
Ａ
Ｉ
の
開
発
者
・
使
用
者

で
あ
る
１
線
に
対
し
て
、
１
線
か
ら

独
立
し
た
２
線
（
モ
デ
ル
検
証
者
）

が
検
証
を
行
う
。

　

米
国
の
Ｍ
Ｒ
Ｍ
に
係
る
監
督
は
厳

格
で
あ
る
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
（
連
邦
準
備
制

度
理
事
会
）
と
Ｏ
Ｃ
Ｃ
（
通
貨
監
督

庁
）
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
注
２
）
が
公

表
さ
れ
て
以
降
、
金
融
機
関
は
相
当

の
リ
ソ
ー
ス
を
か
け
て
Ｍ
Ｒ
Ｍ
の
態

勢
を
整
備
・
高
度
化
し
て
き
た
。
Ｍ

Ｒ
Ｍ
で
は
、
モ
デ
ル
開
発
か
ら
モ
デ

ル
特
定
・
格
付
け
付
与
、
検
証
、
承

認
、
使
用
中
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
再

検
証
、
使
用
停
止
に
至
る
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
に
応
じ
て
、
１
線
と
２
線
の

役
割
と
責
任
を
定
め
、
モ
デ
ル
の
管

理
を
求
め
て
い
る
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｍ
が
経
営
管
理
に
深
く
浸
透

し
て
い
る
米
国
で
は
、
Ａ
Ｉ
を
Ｍ
Ｒ

Ｍ
で
管
理
す
る
と
い
う
発
想
は
合
理

的
で
あ
る
。
一
方
、
本
邦
金
融
機
関

で
は
、
独
立
検
証
を
経
て
Ａ
Ｉ
を
使

用
す
る
と
い
う
発
想
は
乏
し
く
、
Ａ

Ｉ
（
モ
デ
ル
）
を
Ｍ
Ｒ
Ｍ
で
管
理
す

る
と
い
う
考
え
方
は
あ
ま
り
浸
透
し

て
い
な
い
。

モ
デ
ル
管
理
の
利
点
は

三
つ
の
﹁
仕
組
み
﹂

　

Ｍ
Ｒ
Ｍ
活
用
の
利
点
は
、
以
下
の

三
つ
の
「
仕
組
み
」
が
す
で
に
Ｍ
Ｒ

Ｍ
に
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　

一
つ
目
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
管

理
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
に
も
モ
デ
ル
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
同
じ
概
念
が
存
在

す
る
。

　

具
体
的
に
は
、
構
想
か
ら
開
発
の

際
に
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
承
認
を
受

け
て
使
用
さ
れ
る
。
使
用
中
も
、
挙

動
な
ど
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が

行
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
管
理
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｍ
が
得
意
と
す

る
分
野
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｍ
Ｒ

Ｍ
を
活
用
す
れ
ば
、
新
た
な
Ａ
Ｉ
管

理
の
仕
組
み
は
不
要
で
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、
リ
ス
ク
格
付
け
と
イ

ン
ベ
ン
ト
リ
ー
（
一
覧
表
）
で
あ
る
。

　

モ
デ
ル
の
リ
ス
ク
格
付
け
は
、
リ

ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
基
礎

と
な
る
重
要
な
概
念
で
あ
る
。
米
国

Ｇ－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
（
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金

融
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
銀
行
）
で
は

モ
デ
ル
は
数
千
以
上
あ
り
、
す
べ
て

に
つ
い
て
厳
格
な
管
理
を
行
う
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
。
管
理
に
め
り
は

り
を
付
け
る
た
め
に
も
、
Ａ
Ｉ
に
リ

ス
ク
格
付
け
を
付
与
す
る
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
格
付
け
と
共
に
Ａ
Ｉ
を
イ

ン
ベ
ン
ト
リ
ー
に
登
録
し
て
お
け
ば
、

使
用
中
の
Ａ
Ｉ
の
「
見
え
る
化
」
に

つ
な
が
る
。
こ
れ
は
、
Ａ
Ｉ
管
理
の

イ
ン
フ
ラ
を
提
供
す
る
も
の
だ
と
い

え
る
。

　

三
つ
目
は
、
検
証
・
承
認
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
モ
デ
ル
は
２
線
に
よ
る
独

立
検
証
・
承
認
を
経
て
使
用
さ
れ
る
。

　

モ
デ
ル
検
証
で
は
、
開
発
者
に
と

っ
て
都
合
の
良
い
モ
デ
ル
に
な
っ
て

い
な
い
か
、
リ
ス
ク
や
弱
点
・
制
約
、

使
用
上
の
留
意
点
は
何
か
な
ど
、
多

面
的
な
評
価
が
な
さ
れ
る
。
米
国
で

は
モ
デ
ル
検
証
は
厳
格
で
あ
り
、
リ

ス
ク
の
高
い
モ
デ
ル
で
あ
れ
ば
１
０

０
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
評
価
書
（
検
証

報
告
書
）
を
作
成
し
、
承
認
を
行
う

（
否
認
や
条
件
付
き
承
認
も
あ
り
得

る
）。

　

Ｍ
Ｒ
Ｍ
で
最
も
重
要
か
つ
強
固
な

仕
組
み
が
、
独
立
検
証
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
安
心
・
安
全
な
Ａ
Ｉ
活

用
を
担
保
で
き
る
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｍ
の
独
立
検
証
で
は
、
あ
ら

ゆ
る
モ
デ
ル
に
対
し
て
、
デ
ー
タ
、

ロ
ジ
ッ
ク
等
の
手
法
（C

onceptual 

Soundness

）、
テ
ス
ト
（O

utcom
e 

A
nalysis

）、
実
装
、
ガ
バ
ナ
ン
ス

等
の
視
点
か
ら
評
価
を
行
う
（
注
３
）。

こ
の
検
証
の
視
点
は
、
伝
統
的
な
統

計
モ
デ
ル
で
あ
れ
Ａ
Ｉ
で
あ
れ
、
基

本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
が
、
Ａ
Ｉ
で

は
特
有
の
リ
ス
ク
を
考
慮
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
説

明
可
能
性
や
公
平
性
等
の
観
点
、
Ｅ

Ｕ
（
欧
州
連
合
）
の
Ａ
Ｉ
法
な
ど
の

法
令
リ
ス
ク
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
観
点
等
で
あ
る
（
注
４
）。

従
来
型
Ａ
Ｉ
で
論
点
と
な
る

説
明
可
能
性
や
公
平
性
の
担
保

　

本
邦
で
は
Ｍ
Ｒ
Ｍ
で
Ａ
Ｉ
の
検
証

を
行
う
事
例
は
ま
だ
少
数
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
、
ど
の
よ
う
な
点
に
留

意
し
て
Ａ
Ｉ
の
検
証
を
実
施
す
べ
き

か
、
従
来
型
Ａ
Ｉ
と
生
成
Ａ
Ｉ
の
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
い
よ
う
に
架
空
の
例
を
交
え
て
考

え
方
を
示
す
（
注
５
）。

　

ま
ず
図
表
１
の
よ
う
な
従
来
型
Ａ

Ｉ
を
取
り
上
げ
る
。

　

こ
の
タ
イ
プ
の
Ａ
Ｉ
が
採
用
す
る

機
械
学
習
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
ラ
ン
ダ

ム
フ
ォ
レ
ス
ト
は
、
複
雑
な
構
造
を

持
つ
た
め
、
伝
統
的
な
統
計
モ
デ
ル
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の
よ
う
に
特
定
の
出
力
に
至
っ
た
理

由
を
直
接
的
に
説
明
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
し
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｐ
（SH

ap-
ley A

dditive exP
lanations

）
値
や

Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
（L

ocal Interpretable 
M

odel-agnostic E
xplanations

）

値
か
ら
出
力
に
対
す
る
特
徴
量
の
貢

献
度
を
知
る
こ
と
で
、
ラ
ン
ダ
ム
フ

ォ
レ
ス
ト
の
説
明
可
能
性
を
一
定
程

度
、
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
伝
統
的
な
統
計
モ
デ
ル
や

ほ
か
の
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
、
モ
デ
ル
構

造
の
理
解
の
し
や
す
さ
と
精
度
の
両

面
か
ら
比
較
評
価
を
行
う
こ
と
も
有

用
で
あ
る
（
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
）。

モ
デ
ル
精
度
が
大
き
く
変
わ
ら
な
け

れ
ば
、
説
明
可
能
性
を
優
先
し
て
伝

統
的
な
統
計
モ
デ
ル
の
利
用
を
促
す

結
論
に
至
る
こ
と
も
あ
る
（
こ
の
場

合
、
伝
統
的
な
統
計
モ
デ
ル
が
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
モ
デ
ル
に
な
り
、
Ａ
Ｉ
が

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
モ
デ
ル
に
な
る
）。

　

公
平
性
の
観
点
で
は
、
人
種
・
国

籍
・
性
別
等
の
情
報
を
特
徴
量
と
し

て
採
用
す
る
と
、
不
当
な
差
別
や
不

利
益
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
う

し
た
点
を
防
ぐ
た
め
に
、
属
性
グ
ル

ー
プ
別
に
ス
コ
ア
の
分
布
を
確
認
し
、

特
定
の
グ
ル
ー
プ
が
不
当
に
偏
っ
た

評
価
に
な
っ
て
い
な
い
か
を
分
析
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
Ａ
Ｉ
の
出

力
に
つ
い
て
も
、
公
平
性
が
保
た
れ

て
い
る
か
を
検
証
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
視
点
で
評
価
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
を
検
証
報
告
書
に

記
載
の
上
、
承
認
プ
ロ
セ
ス
に
入
る
。

こ
こ
で
挙
げ
た
検
証
の
視
点
は
ロ
ジ

ッ
ク
等
の
手
法
や
テ
ス
ト
の
一
部
で

は
あ
る
が
、
リ
ス
ク
格
付
け
が

「
高
」
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
検

証
が
必
要
に
な
る
。

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
性
が 

一
層
高
い
生
成
Ａ
Ｉ
の
検
証

　

一
方
の
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
従
来
型
Ａ

Ｉ
よ
り
さ
ら
に
複
雑
か
つ
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
性
が
高
く
、
確
立
さ
れ
た

生
成
Ａ
Ｉ
の
検
証
は
試
行
が
続
い
て

い
る
。
本
稿
で
は
一
つ
の
考
え
方
と

し
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
モ
デ
ル
レ
ベ
ル

（
基
盤
モ
デ
ル
単
体
）、
タ
ス
ク
レ

ベ
ル
（
モ
デ
ル
を
組
み
込
ん
だ
特
定

の
タ
ス
ク
）、
シ
ス
テ
ム
レ
ベ
ル

（
複
数
の
タ
ス
ク
を
組
み
合
わ
せ
た

Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
）
で
階
層
的
に
検
証

す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
紹
介
す
る
。

　

従
来
型
Ａ
Ｉ
と
同
じ
く
架
空
の
例

と
し
て
、
図
表
２
の
よ
う
な
生
成
Ａ

Ｉ
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

　

ま
ず
モ
デ
ル
レ
ベ
ル
の
検
証
で
は
、

ド
ラ
フ
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
お
よ
び
評

価
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
中
核
と
な
る
生

成
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
単
体
の
性
能
を
評
価

〔図表１〕 従来型ＡＩ（例）の概要

名称 取引データに基づく個人の信用スコアリング
ＡＩ

リスク格付け 高（ＡＩの手法を用いており複雑であり、審
査という重要な用途で活用）

使用部署 個人ローン審査部門

入力データ 預金口座の動きや属性情報、給与振り込み、
公共料金支払い等

出力 信用力スコア

ＡＩの特徴

決定木を発展させたランダムフォレスト等の
ＡＩを採用するケースが多い。ランダムフォ
レストは多数の決定木から構成され、個々の
決定木のスコアを集約することで最終的な出
力を得る。特徴量と出力の非線形な関係を表
現することができる。また、オーバーフィッ
ティングしにくく、外れ値にも強い

（出所）　ＫＰＭＧジャパン作成（図表２も同じ）

〔図表２〕 生成ＡＩ（例）の概要

名称 融資業務における財務分析ＡＩ

リスク格付け 中（ＡＩの手法を用いており複雑であるが、
分析の参考程度の活用）

使用部署 融資部門

入力データ 分析対象企業名、決算年度、過去の財務分析
結果、同業他社の財務分析結果等

出力 当該年度における財務分析結果

ＡＩの特徴

ドラフトエージェントが入力データに基づき財
務分析を実施し、ドラフトを作成。評価エー
ジェントがレビューを行い、修正を指示。修
正不要と判定されると、ドラフトエージェント
が全体を統合した財務分析リポートを作成

（注） 　本稿ではエージェント機能を持つ生成ＡＩをイメージして例示
している。
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す
る
。
性
能
評
価
指
標
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
が
存
在
す
る
。

例
え
ば
、
幅
広
い
学
問
分
野
や
一
般

的
な
知
識
の
理
解
の
評
価
、
数
学
の

問
題
を
解
く
能
力
の
評
価
、
コ
ー
ド

生
成
能
力
の
評
価
、
金
融
デ
ー
タ
に

対
す
る
回
答
能
力
の
評
価
等
で
あ
る

（
注
６
）。
今
回
は
財
務
分
析
で
の
利

用
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
数
学
の
問

題
を
解
く
能
力
や
、
金
融
デ
ー
タ
に

対
す
る
回
答
能
力
の
評
価
に
係
る
指

標
に
重
点
を
置
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
リ
ス
ク
が
高
く
な
い
モ
デ

ル
に
つ
い
て
は
、
検
証
の
負
荷
を
減

ら
す
目
的
で
、
第
三
者
が
公
開
し
て

い
る
モ
デ
ル
の
順
位
表
を
参
照
し
て
、

簡
易
的
に
検
証
を
行
う
こ
と
も
一
案

で
あ
る
。
な
お
、
基
盤
モ
デ
ル
の
多

く
が
ベ
ン
ダ
ー
モ
デ
ル
で
あ
る
と
い

う
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、「
使
用
目

的
に
適
合
し
た
ベ
ン
ダ
ー
モ
デ
ル
が

選
定
さ
れ
て
い
る
か
」
も
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
。
ベ
ン
ダ
ー
が
公
表
し
て
い

る
検
証
報
告
書
の
確
認
が
中
心
に
な

る
が
、
公
表
内
容
が
限
定
的
で
あ
る

点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
モ
デ
ル
自
体
の
性

能
の
ほ
か
、
契
約
や
利
用
条
件
（
入

力
し
た
デ
ー
タ
が
再
学
習
に
利
用
さ

れ
な
い
等
）
に
関
す
る
評
価
も
重
要

だ
ろ
う
。

リ
ス
ク
に
備
え
て

人
に
よ
る
判
断
が
不
可
欠

　

続
い
て
タ
ス
ク
レ
ベ
ル
の
検
証
で

は
、
タ
ス
ク
を
担
う
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

単
位
で
評
価
を
行
う
。
モ
デ
ル
に
加

え
Ｒ
Ａ
Ｇ
（
検
索
拡
張
生
成
）
や
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
等
の
要
素
が
適
切
に
組

み
合
わ
さ
れ
て
、
自
律
的
に
タ
ス
ク

を
遂
行
で
き
る
か
を
検
証
す
る
。
適

合
率
、
再
現
率
、
Ｆ
１
ス
コ
ア
（
注

７
）
と
い
っ
た
従
来
型
Ａ
Ｉ
で
も
使

用
さ
れ
て
い
る
指
標
に
加
え
て
、
タ

ス
ク
固
有
の
指
標
も
加
味
し
て
評
価

を
行
う
。

　

今
回
は
、
過
去
に
人
が
行
っ
た
財

務
分
析
結
果
を
正
と
し
て
、
ど
れ
だ

け
近
い
出
力
が
得
ら
れ
た
か
を
意
味

的
類
似
度
指
標
で
確
認
す
る
こ
と
が

一
案
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ハ
ル
シ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
タ
ス
ク
の
内
容
次

第
で
は
著
作
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
等
に
つ
い
て
も
評
価
が
必
要
と

な
る
。

　

シ
ス
テ
ム
レ
ベ
ル
の
検
証
で
は
、

ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
単
位
で
評
価
を
行
う
。

財
務
分
析
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
と
い
う

ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
の
場
合
、
財
務
分
析

や
ド
ラ
フ
ト
作
成
、
ド
ラ
フ
ト
の
レ

ビ
ュ
ー
と
い
っ
た
個
々
の
タ
ス
ク
を

適
切
に
定
義
で
き
て
い
る
か
、
そ
れ

ら
の
タ
ス
ク
を
実
行
す
る
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
い
る

か
を
検
証
す
る
。

　

「
期
待
ど
お
り
の
財
務
分
析
リ
ポ

ー
ト
が
生
成
さ
れ
た
か
」
と
い
っ
た
、

入
力
デ
ー
タ
か
ら
出
力
ま
で
（E

nd-
to-E

nd

）
の
成
功
率
の
評
価
も
重

要
で
あ
る
。
財
務
分
析
リ
ポ
ー
ト
が

期
待
外
れ
で
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
原

因
究
明
の
た
め
シ
ス
テ
ム
の
動
き
を

詳
細
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
、
監

視
や
ロ
グ
収
集
機
能
等
を
有
す
る
ツ

ー
ル
を
活
用
す
る
こ
と
は
有
用
だ
ろ

う
。
こ
う
し
た
ツ
ー
ル
は
、
使
用
中

の
Ａ
Ｉ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
も
有
効

で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
階
層
的
な
検
証
に

よ
っ
て
リ
ス
ク
の
軽
減
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
。
な
か
で
も
生
成
Ａ
Ｉ
は
、

ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
単
位
で
の
評
価
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
。
だ
が
、
Ａ
Ｉ
の
潜

在
的
な
リ
ス
ク
を
完
全
に
な
く
す
こ

と
は
非
現
実
的
で
あ
る
。
財
務
分
析

結
果
の
確
定
や
結
果
を
踏
ま
え
た
融

資
判
断
と
い
っ
た
重
要
な
ス
テ
ッ
プ

に
は
、
人
に
よ
る
判
断
（H

um
an 

in the L
oop

）
が
欠
か
せ
な
い
。

　

ま
た
、
ベ
ン
ダ
ー
モ
デ
ル
は
す
べ

て
の
情
報
が
開
示
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
た
め
、
モ
デ
ル
レ
ベ
ル
の
検
証

が
限
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

モ
デ
ル
が
頻
繁
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ

れ
た
り
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
さ
ら
さ

れ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も

踏
ま
え
る
と
、
使
用
中
の
Ａ
Ｉ
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
重
要
性
は
高
く
な
る
。

　

さ
ら
に
生
成
Ａ
Ｉ
で
は
、
Ｉ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
リ

ー
ガ
ル
、
デ
ー
タ
等
の
専
門
知
識
が

よ
り
広
く
深
く
な
る
。
Ｍ
Ｒ
Ｍ
部
署

が
中
心
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
関
連
部

署
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
検
証
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

過
度
な
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
な
い
発
想
を

　

米
国
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
発

足
を
受
け
て
、
規
制
・
監
督
の
強
度

が
弱
ま
る
方
向
で
あ
る
。
一
方
で
Ｍ

Ｒ
Ｍ
に
つ
い
て
は
、
頑
健
な
Ｍ
Ｒ
Ｍ

や
独
立
検
証
の
仕
組
み
が
、
安
心
・

安
全
な
モ
デ
ル
や
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
寄

与
し
て
い
る
と
の
声
が
聞
か
れ
て
い

る
。

　

Ｆ
Ｒ
Ｂ
／
Ｏ
Ｃ
Ｃ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
土
台
と
す
る
Ｍ
Ｒ
Ｍ
自
体
は
、
Ａ
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Ｉ
（
特
に
生
成
Ａ
Ｉ
）
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
最
適
解
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

理
想
は
、
本
稿
で
示
し
た
よ
う
な
検

証
の
視
点
等
を
Ｍ
Ｒ
Ｍ
に
取
り
込
ん

で
い
く
か
た
ち
で
あ
る
。
Ｍ
Ｒ
Ｍ
の

重
要
性
は
、
Ａ
Ｉ
時
代
に
お
い
て
む

し
ろ
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
（
注
８
）。

　

半
面
、
Ａ
Ｉ
を
Ｍ
Ｒ
Ｍ
に
組
み
込

む
こ
と
の
デ
メ
リ
ッ
ト
に
も
留
意
が

必
要
で
あ
る
。
Ｍ
Ｒ
Ｍ
は
厳
格
な
管

理
を
要
求
す
る
た
め
に
、
Ａ
Ｉ
の
活

用
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

活
用
と
そ
れ
に
伴
う
リ
ス
ク
管
理

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
に
、
リ
ス

ク
の
高
い
Ａ
Ｉ
は
厳
格
な
独
立
検
証

を
行
う
一
方
、
リ
ス
ク
の
低
い
Ａ
Ｉ

は
管
理
の
強
度
を
緩
め
る
、
ま
た
は

管
理
か
ら
外
す
と
い
う
考
え
方
も
検

討
に
値
す
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て

は
、
個
人
業
務
や
分
析
の
ア
シ
ス
タ

ン
ト
等
に
使
用
が
限
定
さ
れ
る
の
で

あ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
の

活
用
に
過
度
な
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
な

い
範
囲
で
Ｍ
Ｒ
Ｍ
に
組
み
込
む
発
想

が
求
め
ら
れ
る
。

＊　

＊　

＊

　

Ａ
Ｉ
の
進
化
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ

を
知
ら
な
い
。
Ａ
Ｉ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

観
点
で
は
、
伝
統
的
な
Ｍ
Ｒ
Ｍ
だ
け

で
は
Ａ
Ｉ
（
特
に
生
成
Ａ
Ｉ
）
に
対

応
し
切
れ
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

関
連
部
署
と
の
連
携
に
加
え
、
Ａ
Ｉ

の
進
化
に
合
わ
せ
て
Ｍ
Ｒ
Ｍ
も
進
化

が
必
要
だ
ろ
う
（
将
来
、
Ｍ
Ｒ
Ｍ
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
の
よ
う
な
概
念
が
出
現

す
る
か
も
し
れ
な
い
）。

　

Ａ
Ｉ
は
金
融
以
外
で
も
、
あ
ら
ゆ

る
業
態
・
ビ
ジ
ネ
ス
で
活
用
さ
れ
て

い
る
。
金
融
や
Ｍ
Ｒ
Ｍ
を
超
え
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
態
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
Ａ

Ｉ
活
用
事
例
や
、
そ
れ
を
受
け
た
リ

ス
ク
管
理
の
理
解
も
重
要
に
な
る
。

本
稿
で
紹
介
し
た
Ｍ
Ｒ
Ｍ
や
独
立
検

証
の
視
点
が
、
金
融
機
関
の
み
な
ら

ず
さ
ま
ざ
ま
な
業
態
に
お
け
る
Ａ
Ｉ

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
進
化
お
よ
び
安
心
・

安
全
な
Ａ
Ｉ
活
用
の
一
助
に
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

（
注
）１　

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
ジ
ャ
パ
ン
「
本
邦
金

融
機
関
の
Ａ
Ｉ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
在
り

方
」
を
参
照
。
な
お
、
Ｍ
Ｒ
Ｍ
全
般

に
つ
い
て
は
、
田
中
康
浩
・
曽
我
部

淳
編
著
『
詳
解 

金
融
機
関
の
た
め

の
モ
デ
ル
・
リ
ス
ク
管
理
』（
中
央

経
済
社
、
２
０
２
４
年
）
が
詳
し
い
。

２　

「SU
P

E
R

V
ISO

R
Y

 G
U

ID
-

A
N

C
E

 O
N

 M
O

D
E

L
 R

IS
K

 

M
A

N
A

G
E

M
E

N
T

」（
２
０
１
１

年
、
Ｓ
Ｒ
11－

７
）

３　

C
onceptual S

oundness

と

O
utcom

e A
nalysis

は
モ
デ
ル
検
証

の
中
で
中
核
を
成
す
概
念
で
あ
り
、

前
掲
注
２
（
Ｓ
Ｒ
11－

７
）
で
詳
し

く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
車
に
例
え
る

と
、
前
者
は
車
種
に
見
合
っ
た
「
エ

ン
ジ
ン
の
設
計
」
に
つ
い
て
評
価
し
、

後
者
は
「
車
が
適
切
に
動
く
か
」
の

評
価
と
い
え
る
。

４　

Ａ
Ｉ
特
有
の
リ
ス
ク
等
に
関
す

る
詳
細
は
、「
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｔ
ｒ
ｕ
ｓ

ｔ
ｅ
ｄ 

Ａ
Ｉ
」
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
参
照
。

５　

従
来
型
Ａ
Ｉ
と
生
成
Ａ
Ｉ
に
つ

い
て
は
、
金
融
庁
「
Ａ
Ｉ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
（
第
１
・
０

版
）」
の
６
〜
７
ペ
ー
ジ
の
記
載
が

参
考
に
な
る
。

６　

生
成
Ａ
Ｉ
の
進
化
の
ス
ピ
ー
ド

は
す
さ
ま
じ
く
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

性
能
評
価
指
標
も
日
々
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
が
出
現
し
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
開
発

者
・
検
証
者
等
の
実
務
家
は
、
評
価

に
際
し
て
最
適
な
性
能
指
標
等
の
最

新
の
動
向
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
が

重
要
に
な
る
。

７　

適
合
率
と
再
現
率
の
バ
ラ
ン
ス

を
示
す
指
標
。

８　

最
新
の
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
ペ
ー
パ
ー

（M
onitoring A

doption of A
rtifi-

cial Intelligence and R
elated Vul-

nerabilities in the F
inancial Sec-

tor

）
で
も
Ｍ
Ｒ
Ｍ
の
重
要
性
に
つ

い
て
触
れ
て
い
る
。

た
な
か
　
や
す
ひ
ろ

京
都
大
学
経
済
学
部
卒
。
日
本
銀
行

や
ボ
ス
ト
ン
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
経
て
、
17
年
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
／

あ
ず
さ
監
査
法
人
。
モ
デ
ル
管
理
・

検
証
や
Ａ
Ｉ
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
を
統
括
。
金

融
庁
監
督
局
に
出
向
し
、「
モ
デ
ル

・
リ
ス
ク
管
理
に
関
す
る
原
則
」
を

策
定
。
著
書
に
『
詳
解 

金
融
機
関

の
た
め
の
モ
デ
ル
・
リ
ス
ク
管
理
』

（
編
著
）
や
『
マ
ネ
ロ
ン
対
策
等
の

新
論
点
』（
共
著
）。

た
け
か
わ
　
ま
さ
ひ
ろ

大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
修
了
。

信
用
リ
ス
ク
関
連
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

機
関
等
を
経
て
、
19
年
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
／

あ
ず
さ
監
査
法
人
。
信
用
リ
ス
ク
管

理
領
域
を
中
心
に
Ａ
Ｉ
・
機
械
学
習

等
を
踏
ま
え
た
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業

務
を
提
供
。
本
邦
大
手
金
融
機
関
に

出
向
し
、
リ
ス
ク
管
理
業
務
に
従
事
。

K
P

M
G

 Japan Trusted A
I

メ
ン
バ

ー
。
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